
ぷらーな 67 ぷらーな

　

病
後
児
保
育
と
は
、
保
育
園
、
幼
稚
園
等
に

通
う
お
子
さ
ん
が
、
病
気
等
の
回
復
期
で
あ

り
集
団
保
育
の
困
難
な
期
間
に
、
保
育
所
等

に
付
設
さ
れ
た
専
用
ス
ペ
ー
ス
等
に
お
い
て
、

お
子
さ
ん
を
一
時
的
に
預
か
る
事
業
で
す
。

　

ご
利
用
さ
れ
る
場
合
は
、
原
則
事
前
登
録

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
印
鑑
を
お
持
ち
に
な

り
市
役
所
児
童
福
祉
課
も
し
く
は
実
施
施
設

（
キ
ン
ダ
ー
保
育
園
）
に
て
登
録
を
お
願
い
し

ま
す
。

 

１　
実
施
施
設

　
　

社
会
福
祉
法
人 

キ
ン
ダ
ー
保
育
園

　
　

山
形
市
宮
町
二
丁
目
４
|
13

　
　
TEL 

０
２
３
・
６
２
２
・
７
４
３
８

 

2　
開
所
日

　
　

月
〜
土
曜
日

　
　
（
祝
日
お
よ
び
年
末
年
始
を
除
く
）

 

3　
保
育
時
間

　
　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

　
　
（
土
曜
日
は
午
前
の
み
）

　
　

 

お
子
さ
ん
の
病
状
・
体
調
に
よ
り
受
入
時

間
の
短
縮
を
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

 

4　
定
員　
４
名（
病
床
は
２
床
）　

 

5　
対
象
児
童

　
　

 

病
気
回
復
期
に
あ
る
児
童（
満
１
歳
〜
就

学
前
）で
、
保
護
者
が
勤
務
な
ど
の
社
会

的
理
由
に
よ
り
家
庭
で
育
児
を
行
う
こ

と
が
困
難
な
児
童
。

　
　
（
主
治
医
の
許
可
が
必
要
と
な
り
ま
す
。）

 

6　
対
象
と
な
る
疾
患

　
　
（
以
下
の
疾
患
で
回
復
期
の
状
態
）

　
　
　

● 

感
冒
・
消
化
不
良
症
（
多
症
候
性
下
痢
）

等
児
童
が
日
常
羅
患
す
る
疾
患

　
　
　

● 

感
染
性
疾
患
（
麻
疹
、
み
ず
ぼ
う
そ
う
、

風
疹
等
）

　
　
　

● 
喘
息
等
の
慢
性
疾
患
お
よ
び
骨
折
等
の

外
傷
性
疾
患

　
　
　

●
そ
の
他
医
師
が
必
要
と
認
め
た
疾
患
。

 

7　
利
用
料
金

　
　

 

日
額
２
、０
０
０
円
（
そ
の
他
、
給
食
等

の
実
費
が
か
か
り
ま
す
。）

 

8　
申
し
込
み

　
　

 

印
鑑
持
参
の
う
え
、
市
役
所
２
階
児
童
福

祉
課
も
し
く
は
キ
ン
ダ
ー
保
育
園
で
事

前
登
録
を
し
て
く
だ
さ
い
。

病後児保育
を開始しました
● 平成18 年６月から病後児保育を開
始しました。

ファミリー
サポートセンター
● 子育てをお手伝いしてほしい方「利用会
　 員」と子育てをお手伝
いしてくださる方「協
力会員」からなる会員
組織です。会員同士で
次のような援助を行っ
ています。

● 

在
宅
親
子
が
自
由
に
遊
べ
る
場（
プ
レ
ー
ル
ー
ム
）の
提
供

● 

親
同
士
の
交
流
と
学
習
の
場（
育
児
講
座
）の
提
供

●
育
児
不
安
へ
の
相
談
コ
ー
ナ
ー
の
開
設

●
育
児
に
関
す
る
情
報
の
収
集
と
提
供

お問い合わせ

●
つ
ば
さ
保
育
園
・
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　

山
形
市
幸
町
11
|
３

　
　

TEL 

0
２
３
・
６
３
４
・
６
２
５
３

●
つ
く
も
保
育
園
・
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　

山
形
市
銅
町
二
丁
目
10
|
１

　
　

TEL 

0
２
３
・
６
２
２
・
７
６
２
３

●
木
の
実
西
部
保
育
園
・

　
　
　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　

山
形
市
南
石
関
30
|
１

　
　

TEL 

0
２
３
・
６
４
７
・
４
８
８
３

●
南
山
形
す
く
す
く
保
育
園
・

　
　
　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　

山
形
市
大
字
松
原
１
５
９

　
　

TEL 
0
２
３
・
６
８
８
・
２
５
２
４

●
ほ
ほ
え
み
保
育
園
・子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　

山
形
市
北
山
形
一
丁
目
６
|
５

　
　

TEL 

0
２
３
・
６
４
３
・
７
１
７
６

●
キ
ン
ダ
ー
保
育
園
・子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　

山
形
市
宮
町
二
丁
目
４
|
13

　
　

TEL 

0
２
３
・
６
３
３
・
６
０
３
８

お問い合わせ

●
山
形
フ
ァ
ミ
リ
ー

　

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　
　

山
形
市
幸
町
11
|
３

　
　

TEL 

0
２
３
・
６
３
４
・
６
２
７
０

● 

保
育
施
設
が
始
ま
る
ま
で
、
ま
た
は
終

わ
っ
た
後
に
お
子
さ
ん
を
預
か
り
ま
す
。

●
保
育
施
設
ま
で
の
送
り
迎
え
を
し
ま
す
。

● 

学
校
の
放
課
後
や
学
童
保
育
の
終
了
後
に

お
子
さ
ん
を
預
か
り
ま
す
。

利
用
会
員
は
援
助
を
受
け
た
後
、
協
力
会
員

に
利
用
料
金
を
支
払
い
ま
す
。

 

●
利
用
料
金

　

午
前
７
時
〜
午
後
７
時

…
…
…
１
時
間 

７
０
０
円

　

右
記
時
間
外

　

お
よ
び
日
曜
日
・
祝
日

…
…
…
１
時
間 

８
０
０
円

 

そ
の
他
食
費
等
実
費
に
つ
い
て
は
事
前
打
ち

合
わ
せ
時
に
話
し
合
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

お問い合わせ

●
健
康
福
祉
部 

児
童
福
祉
課

　

児
童
家
庭
係

　
　

TEL 

0
２
３
・
６
４
１
・
１
２
１
２

　
　

内
線 

５
７
２　

５
７
３

子育て
支援センター
● 育児不安への相談や保育
サービスの情報提供など、家
庭の子育て支援
　を行います。

ひとりで
悩んでいませんか？

　平成16年に「配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護に関する法律」が改正され、「DVは犯罪となる行為を
も含む重大な人権侵害」という認識もしだいに高まってきました。しかし、加害者が身近な人となる場合が多く、
表面化しづらくなっているのが現状です。今回は内閣府男女共同参画局が平成18年4月に発表した「男女間にお
ける暴力に関する調査」の概要と、暴力を受けたときの相談先を紹介します。

DV：ドメスティック・バイオレンス（domestic violence）の略語。
夫婦や恋人など、親密な関係にあるパートナーからの暴力のこと。
殴る、蹴るといった身体的暴力だけでなく、言葉による暴力や、性
的暴力、経済的暴力など、いろいろな形で存在する。

d o m e s t i c  v i o l e n c e

DV

友人・知人に相談した

家族や親戚に相談した

警察に連絡・相談した

医療関係者（医師、看護師など）に
相談した

民間の専門家や専門機関（弁護士・弁
護士会、カウンセラー・カウンセリング
機関、民間シェルターなど）に相談した

配偶者暴力相談支援センター
（婦人相談所その他の施設）に相談した

法務局・地方法務局、人権擁護委員に
相談した

男女共同参画センター・女性センター
（ただし、配偶者暴力相談支援センター

の機能を果たす施設を除く）

上記以外の公的な機関に相談した

学校関係者（教員、養護教員、
スクールカウンセラーなど）に相談した

その他

どこ（だれ）にも相談しなかった

無回答

29.1％
12.2％

30.2％
6.7％

3.4％
1.1％

2.8％
2.2％

1.7％
2.2％

0.6％
1.1％

0％
2.2％

0.6％
0％

0％
1.1％

0％
0％

1.7％
1.1％

5.0％
0％

46.9％

84.4％

●1、2度あった

22.6%

●まったくない

64.8%

●無回答

2.0% ●1、2度あった

14.8%

●まったくない

80.9%

●無回答

1.7%

●何度もあった

10.6%

●何度もあった

2.6%

図1
Q.「身体的暴力」「心理的攻撃」「性的強要」
いずれかの行為を１つでも受けたことがある。

内閣府男女共同参画局
「男女間における暴力に関する調査報告書」
平成18年4月

■女性［1,283人 回答］
被害経験がある

33.2％

■男性［1,045人 回答］
被害経験がある

17.4％

図2
Q. 配偶者からの被害の相談先

内閣府男女共同参画局
「男女間における暴力に関する調査報告書」
平成18年4月

■女性［179人回答（複数回答）］
■男性［90人回答（複数回答）］

●ファーラ相談室（山形市男女共同参画センター）
TEL.023-645-8077 まずは電話でご予約ください。
ご予約の受付／毎日 9：00～17：00（祝日、12/29 ～ 1/3 を除く）
・ 一般相談　女性カウンセラーによる相談
・ 法律相談　弁護士による相談

●配偶者暴力相談
　（山形県婦人相談所）
　 TEL.023-627-1196
　月～金 8：30～17：00
　（祝日、12/29 ～ 1/3 を除く）

●警察安全相談
　（山形県警察本部）
   TEL.023-642-9110
　 毎日 24時間

　

三
人
に
一
人

　

内
閣
府
男
女
共
同
参
画
局
が
、
平
成

17
年
11
月
か
ら
12
月
に
か
け
実
施
し
た

調
査（
全
国
20
才
以
上
の
男
女
4
、5
0
0

人
を
対
象
に
無
作
為
抽
出
で
実
施
）で
は
、

こ
れ
ま
で
に
結
婚
し
た
こ
と
の
あ
る
人
に

「
身
体
的
暴
力
」「
心
理
的
攻
撃
」「
性
的

強
要
」
の
い
ず
れ
か
一
つ
で
も
、
配
偶
者

か
ら
受
け
た
こ
と
が
あ
る
か
聞
い
た
と
こ

ろ
、女
性
で「
何
度
も
あ
っ
た
」人
は
10.6
％
、

「
一
、二
度
あ
っ
た
」人
は
22.6
％
、男
性
で「
何

度
も
あ
っ
た
」人
は
2.6
％
、「
一
、二
度
あ
っ

た
」
人
は
14.6
％
で
し
た
。
女
性
は
「
何
度

も
あ
っ
た
」「
一
、二
度
あ
っ
た
」を
合
わ
せ

る
と
33.2
％
、
約
三
人
に
一
人
に
被
害
経
験

が
あ
り
ま
し
た
。
D
V
の
多
く
は
家
庭
内

で
起
き
て
い
て
、
個
人
的
な
問
題
と
思
わ

れ
が
ち
で
す
が
、
一
部
の
人
の
問
題
で
は

な
く
身
近
な
問
題
な
の
で
す
。（
図
１
）

　

被
害
の
相
談
先
と
し
て
は
、
女
性
は

「
家
族
や
親
戚
に
相
談
し
た
」
が
最
も
多

く
30.2
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
男
性
は
「
友

人
・
知
人
に
相
談
し
た
」
が
最
も
多
く

12.2
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。こ
れ
に
対
し「
ど

こ（
だ
れ
）に
も
相
談
し
な
か
っ
た
」人
は
、

女
性
で
46.9
％
、男
性
で
84.4
％
も
い
ま
し
た
。

被
害
を
誰
に
も
打
ち
明
け
ら
れ
ず
に
い

る
姿
が
見
え
て
き
ま
す
。（
図
２
）

　

ま
ず
は
相
談
を

「
こ
ん
な
こ
と
く
ら
い
で
」「
自
分
が
我
慢

す
れ
ば
済
む
」
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
に
、
早
め
に
信
頼
で
き

る
人
や
専
門
窓
口
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。


